
　
　
　
「
水
野
氏
論
稿
」
雑
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
野
　
保
　
治

　
今
年
（
0
4
＝
平
成
1
6
年
）
、
六
月
か
七
月
頃
だ
、
た
ろ
う
か
、
奈
良

市
居
住
で
面
識
の
な
い
水
野
氏
か
ら
手
紙
、
そ
し
て
電
話
を
頂
い
た
。

そ
の
内
容
は
前
掲
の
よ
う
な
む
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
ま
ず
、
私
の
釈
明
か
ら
し
て
お
き
た
い
。

　
１
当
該
神
社
史
の
中
で
「
神
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
神
、
妹
ゴ
ザ
ナ
ミ
ノ
神
、

二
住
嫁
牛
王
ヒ
テ
八
百
万
ノ
神
ヲ
生
ミ
給
ヒ
テ
、
麻
那
弟
子
二
大
結
ノ

神
ヲ
生
ミ
給
フ
」
の
麻
那
弟
子
に
付
し
た
私
の
振
り
仮
名
（
通
称
、
ル

ビ
）
の
「
ま
な
で
し
」
の
件
で
あ
る
。

　
し
つ
け
去
る
四
年
前
の
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
春
に
鶴
見
地
区

の
氏
神
様
「
大
男
天
資
神
社
」
創
立
千
百
五
拾
年
祭
が
挙
行
さ
れ
た
。

そ
の
前
年
の
夏
の
こ
ろ
氏
子
総
代
会
の
席
で
記
合
法
刊
行
が
決
定
し
た
。

執
筆
を
引
き
受
け
る
に
あ
た
り
、
私
は
遅
疑
逡
巡
し
た
。
と
い
う
の
も

私
の
専
門
（
法
社
会
学
）
外
の
領
域
で
調
査
研
究
の
期
間
も
短
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
式
典
が
翌
三
月
の
春
祭
と
確
定
し
て
い
る
た

め
、
最
終
校
正
の
折
に
神
名
や
難
語
に
ル
ビ
を
振
る
の
に
急
い
だ
た
め

の
ミ
ス
で
あ
っ
た
。

　
　
「
麻
那
弟
子
」
－
こ
れ
は
、
古
代
日
本
に
は
固
有
の
文
字
が
な
く
、

中
国
伝
来
の
漢
字
を
借
り
て
表
記
に
用
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
万
葉
仮
名
」

と
思
わ
れ
る
。
マ
ナ
は
称
美
・
親
愛
の
意
を
表
わ
す
接
頭
語
で
あ
り
、

現
在
の
漢
字
で
は
「
愛
」
や
「
親
」
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
た
。
記
合
法
執
筆
時
に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
た
類
似
の
用
語
は
「
マ

ナ
娘
」
で
、
そ
の
含
意
す
る
と
こ
ろ
は
「
目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
ほ

ど
可
愛
い
最
愛
の
娘
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
類
推
し
て
「
弟
子
」
は
、

最
愛
の
弟
か
男
の
子
か
、
と
理
解
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
最
後
の
校
正

時
に
付
し
た
ル
ビ
が
、
こ
の
「
で
し
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
弟
子
」
の
語
意
は
、
弟
や
子
の
よ
う
に
師
に
従
ふ
者
、

教
え
子
、
門
弟
の
意
、
と
辞
典
（
広
辞
苑
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

文
字
の
歴
史
的
沿
革
は
、
室
町
期
か
ら
徳
川
時
代
に
入
っ
て
社
会
階
層

が
分
化
し
て
社
会
関
係
や
社
会
的
地
位
が
上
下
の
身
分
等
に
関
連
し
て

発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
（
言
語
学
に
疎
い
私
に
は
断

言
で
き
な
い
が
）
。

　
私
の
理
解
し
た
マ
ナ
弟
子
は
、
内
容
的
に
は
「
オ
ト
ゴ
」
で
あ
り
、

辞
典
に
も
「
弟
子
・
乙
子
」
と
し
て
「
末
に
生
れ
た
子
、
末
子
、
お
と

こ
の
こ
」
と
出
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
乙
子
月
」
は
陰
暦
十
二
月
の
異

称
、
「
乙
子
の
祝
い
」
は
十
二
月
一
日
（
旧
暦
）
に
行
う
祝
い
で
、
こ

の
日
餅
を
食
え
ば
水
難
を
ま
ぬ
が
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
平
安
時
代

の
お
も
に
貴
族
の
行
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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今
一
つ
、
水
野
氏
指
摘
の
「
…
…
御
伴
ヨ
リ
成
り
、
天
ノ
香
具
山
ヲ

初
メ
…
…
」
の
箇
所
も
読
点
を
つ
け
る
べ
き
で
な
く
、
「
御
伴
ヨ
リ
成

ル
天
ノ
香
具
山
…
…
」
と
し
て
形
容
旬
（
修
飾
語
）
に
解
す
べ
き
で
あ

り
、
こ
の
点
も
ま
た
私
の
浅
学
に
よ
る
む
の
で
ウ
ｙ
刀
リ
ミ
ス
で
あ
っ

た
。
以
上
の
二
点
に
つ
い
て
、
ご
了
承
を
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
先
般
、
旧
盆
の
あ
と
九
月
中
旬
、
台
風
の
さ
な
か
、
私
（
大
野
）
が

頼
ん
で
い
た
関
連
資
料
を
送
っ
て
戴
い
た
。
九
州
を
除
き
全
国
に
あ
る

歴
史
研
究
会
を
方
法
上
指
導
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
古
田
教
授
の
大

著
『
古
代
史
の
十
字
路
－
万
葉
批
判
』
（
東
洋
書
林
）
と
『
新
・
古
代

学
第
四
集
』
（
新
泉
社
）
中
の
森
嶋
通
夫
氏
（
著
名
な
経
済
学
者
、
昨

年
死
去
）
と
古
田
氏
の
対
談
で
「
天
の
香
具
山
、
別
府
鶴
見
岳
説
」
に

か
か
わ
る
部
分
の
コ
ピ
ー
で
あ
っ
た
。
か
な
り
詳
細
だ
が
、
森
嶋
教
授

は
歴
史
学
が
専
門
で
な
く
経
済
学
・
数
学
で
永
ら
く
ロ
ン
ド
ン
大
学
に

留
ま
り
、
何
年
か
前
に
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
上
っ
た
よ
う
だ
。
し
た

が
っ
て
古
田
氏
と
の
対
談
で
は
、
専
ら
聞
き
役
に
ま
わ
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
は
さ
て
措
き
、
古
田
武
彦
教
授
の
来
歴
と
「
古
田
史
学
の
会
」

等
の
活
動
情
況
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

百
聞
凪
漆
　
福
島
県
生
れ
、
旧
制
広
島
高
校
（
現
広
島
大
学
）
か
ら

東
北
大
学
日
本
思
想
史
料
卒
。
昭
和
薬
科
大
学
で
歴
史
学
講
座
を
担
当
、

定
年
。
定
年
後
は
、
向
日
市
居
住
。
著
作
は
多
数
で
『
「
邪
馬
台
国
」

は
な
か
っ
た
』
『
失
わ
れ
た
九
州
王
朝
』
『
盗
ま
れ
た
神
話
』
『
倭
人
伝

を
徹
底
し
て
読
む
』
（
以
上
、
朝
日
（
新
聞
）
文
庫
）
、
『
古
代
は
沈
黙

せ
ず
』
『
古
代
史
徹
底
論
争
』
（
編
著
）
『
邪
馬
台
国
徹
底
論
争
（
全
三

巻
）
』
（
以
生
新
泉
社
）
、
そ
の
他
。

古
田
武
彦
氏
の
読
者
の
会
活
動

△
古
田
史
学
の
会
は
全
国
組
織
で

　
代
表
者
　
水
野
孝
夫
　
（
奈
良
市
富
雄
泉
ケ
丘
‥
‥
１
１
－
2
0
）

　
事
務
局
　
古
賀
達
也
方
（
京
都
市
上
京
区
河
原
町
通
今
出
川
上
る
）

各
地
に
地
域
の
会
（
支
部
）
が
あ
る
（
北
海
道
＝
札
幌
市
、
仙
台
、
東

海
＝
名
古
屋
市
、
関
西
＝
奈
良
市
、
四
国
＝
北
条
市
、
九
州
＝
福
岡
市
）
。

他
に
近
似
し
た
読
者
の
会
が
あ
る
。

△
　
市
民
古
代
史
の
会
・
青
森
（
青
森
市
）
△
古
田
武
彦
と
古
代
史
を

研
究
す
る
会
（
昨
称
・
東
京
古
田
会
）
（
東
京
都
文
京
区
）
ヽ
△
多
元
的

古
代
研
究
会
・
関
東
（
さ
い
た
ま
市
）
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
に
代
表
者

（
会
長
）
と
事
務
局
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
『
万
葉
集
』
の
解
説
（
角
川
書
店
編
『
万
葉
集
』
巻
末
）

　
　
『
万
葉
集
』
は
現
存
す
る
最
古
の
歌
集
、
全
二
〇
巻
。

　
歌
数
は
約
四
五
四
〇
首
、
ほ
と
ん
ど
が
短
歌
（
五
七
五
、
七
七
）
で

あ
る
。
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長
歌
は
約
二
六
〇
首
。
五
七
調
を
反
復
し
、
終
末
を
多
く
七
七
で
結

び
、
普
通
は
そ
の
後
に
「
反
歌
」
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、

施
頌
歌
は
六
〇
首
。
こ
れ
は
五
七
七
と
片
歌
を
反
復
し
た
六
月
体
で
、

本
来
民
謡
的
な
謡
い
物
が
多
い
。
少
数
な
が
ら
、
仏
足
石
歌
と
呼
ば
れ

る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
は
仏
の
足
を
し
た
歌
碑
に
彫
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。

た
と
え
ば
奈
良
薬
師
寺
の
そ
れ
は
二
Ｉ
首
が
あ
る
。

　
時
代
は
雄
略
天
皇
と
磐
姫
皇
后
（
仁
徳
天
皇
の
皇
后
）
の
伝
承
歌
を

除
く
と
、
舒
明
天
皇
（
六
二
九
～
六
四
回
の
時
代
か
ら
天
平
宝
字
三

年
（
七
五
九
）
ま
で
、
約
一
三
〇
年
間
の
歌
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
作

者
の
階
層
は
、
天
皇
か
ら
一
般
庶
民
ま
で
と
幅
広
い
。
成
立
事
情
は
複

雑
で
、
不
明
な
点
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
重
要
な
の
は
、
「
文
字
」
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
に
は
古

代
固
有
の
文
字
は
な
く
、
中
国
か
ら
の
漢
字
を
借
り
て
表
記
に
用
い
た
。

こ
れ
が
「
万
葉
仮
名
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
志
貴
皇

子
の
歌
（
一
四
一
八
番
）
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
石
走
る
　
垂
水
の
上
の
さ
わ
ら
び
の

　
　
　
　
　
萌
え
出
づ
る
会
と
　
な
り
に
け
る
か
も

　
〈
石
走
　
垂
水
之
上
乃
　
左
和
良
姚
巧
　
毛
要
出
会
小
　
成
果
鴨
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
万
葉
仮
名
）

　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
奈
良
の
水
野
氏
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
手
紙
を
頂
い
た
折
、
戸
惑
い
を

覚
え
た
。
失
礼
な
言
葉
な
が
ら
「
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
な
」
、
と
。

　
私
は
、
威
厳
の
あ
る
鶴
見
岳
の
麓
で
生
れ
育
ち
、
朝
夕
な
が
め
な
が

ら
満
八
十
歳
ま
で
生
き
延
び
た
。
戦
前
の
別
府
中
学
（
現
鶴
見
丘
高
校
）

の
校
歌
に
も
歌
わ
れ
、
そ
の
同
窓
会
も
「
鶴
嶺
会
」
で
あ
る
。
別
府
と

関
西
（
神
戸
・
大
阪
－
四
国
）
を
結
び
別
府
航
路
も
明
治
五
年
頃
か
ら

聞
か
れ
て
お
り
、
現
在
も
利
用
す
る
人
が
多
い
。
私
も
夜
の
旅
に
は
汽

車
（
当
時
）
で
な
く
、
よ
く
船
を
利
用
し
た
。

　
四
国
の
瀬
戸
内
海
を
経
て
豊
後
水
道
で
少
し
揺
れ
、
佐
賀
関
か
ら
別

府
湾
に
入
り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
当
該
山
が
見
え
「
わ
が
故
郷
が
Ｉ

番
い
い
な
」
と
感
じ
た
も
の
だ
。
県
外
に
出
た
人
も
、
故
郷
に
帰
る
時

に
よ
く
船
旅
を
利
用
す
る
人
も
多
く
、
同
じ
よ
う
な
感
想
を
関
い
た
。

　
　
『
万
葉
集
』
に
は
由
布
（
木
綿
）
岳
の
歌
も
出
て
お
り
、
『
豊
後
風

土
記
』
に
は
荒
行
天
皇
が
熊
襲
征
服
の
折
、
国
東
半
島
を
船
で
回
り
、

恐
ら
く
湯
の
湧
く
浜
脇
の
津
に
船
を
繋
ぎ
、
鶴
見
岳
に
登
っ
た
こ
と
も

記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
朝
見
川
河
口
で
は
カ
モ
メ
の
群
（
多
い

と
き
は
二
、
三
百
羽
）
の
翔
ぶ
姿
が
見
ら
れ
る
。

　
問
題
提
起
さ
れ
た
水
野
氏
等
の
「
仮
説
」
に
対
し
て
、
歴
史
学
者
や

文
学
者
に
も
よ
く
調
査
研
究
し
て
頂
き
「
郷
土
別
府
の
ロ
マ
ン
」
を
追

求
し
て
み
た
い
。

肘
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